
白川北地区 まちづくり懇談会会議録 

 

１．開催日時：令和６年１１月１４日（木）午後７時３０分から午後９時０３分まで 

２．開催会場：白川北ふれあいセンター 会議室 

３．出席者  ５４名 

（１）地元参加者 ３９名 

（２）町執行部等 １５名 

 町長 佐伯 正貴   副町長 安江 章      教育長 鈴村 雅史 

総務課長 藤井 充宏   庁舎整備室長 竹腰 耕太郎  企画課長 渡口 彰規 

町民課長 長尾 茂気   保健福祉課長 長尾 ひろみ  農林課長 長尾 弘巳  

建設環境課長 中村 豊  教育課長 大岩 裕樹   学校再編専門監 玉置 雅野 

学校教育係長 鈴村 幸祐 白川北地区公民館長 多賀 昇 書記 小池 将太 

４．会議資料 別紙のとおり 

５．会議録 

・教育課長 会議を開催する旨を述べた。  

・町    長 開会にあたり挨拶をした。 

・教 育 長 白川町の学校再編と小・中学校一貫教育について説明した。 

・大建設計 施設一体型小・中学校について説明した。 

・教育課長 質疑を許した。 

・男性Ａ  新しく建設される校舎内には一般の方も入れるスペースがあるが、セキュリテ

ィは大丈夫なのか。 

・大建設計 平日の一般開放と休日の一般開放があり、平日はカウンターに学校図書の司書

がいるため不審な人物がいないかを常にチェックすることができる。また、休日

の際には建具等を設けてセキュリティを図ることになるが、できる限りオープ

ンにしていくことを考えている。 

・男性Ｂ  屋外広場となる「遊びの森」について、日照具合はどのような感じとなるか。 

・大建設計 建物に囲まれており、山側であるために日射はあまり入ってこないことが予想

される。ただし、建物自体を低層に抑えているため、なるべく日が入るような仕

組みにしている。 

・男性Ａ  先ほどセキュリティの件について質問をしたが、学校図書の司書が見ているだ

けでは対策ができているとは思えない。休日も含めてガードマンをお願いする

といった防犯策を講じる必要があるのではないか。 

・教 育 長 子どもの安全を確保するのは当然必要なことである。今の学校でもそうだ

が、基本的には児童生徒が校舎内に入ったら出入口は施錠している。新校舎に

は、子どもたちと地域の方が自由に交流できる場所も作る予定としているが、

全てを施錠することはできないため、その様な箇所のセキュリティ面について

は最後まで検討していきたい。 

・学校再編専門監 視察した鎌田中学校（三重県松坂市）、おおたかの森小・中学校（千葉県流

山市）の現状等について説明した。 



・総務課長 自主防災活動補助金、防災アドバイザー派遣事業について説明した。 

・庁舎整備室長 新庁舎建設工事の進捗状況について説明した。 

・企画課長 公共交通対策、空き家管理について説明した。 

・農林課長 次年度からの農業振興策について説明した。 

・保健福祉課長 暮らしに役立つ勉強会について説明した。 

・教育課長 質疑を許した。 

・男性Ｂ  白川小学校と蘇原小学校の統合時期について確認したい。また、統合に合わせ 

て新校舎へ入る形となるのか。 

・教 育 長 計画的に「統合」と「存続」を実施する方針であり、白川小学校と蘇原小学校

は令和９年度に統合予定である。その際には、１期工事が終わっている計画とな

っているため、統合に合わせて新校舎へ引っ越すことになる。 

・男性Ｂ  空き家とは、誰かの持ち家に誰も住んでいない家屋のことか、相続放棄により

空いている家屋のことかどちらであるか。 

・企画課長 空き家の判断基準としては、長期間に渡って誰も住んでおらず、何も使われて

いない状態の家屋が空き家の定義とされている。 

・男性Ｂ  相続放棄による空き家は増えているか。また、どのような状態の空き家でも、

空き家バンクへ登録することはできるのか。 

・企画課長 少しずつ増えてきている。白川町移住交流サポートセンターにおいて、空き家

バンクの登録を行っているが、所有者が不明な家屋や、朽ちている家屋は登録不

可物件となるため、持ち主が分かっている家屋で、状態の良い物件が登録される

こととなる。 

・男性Ｃ  農業があるが、田んぼは昨年辞めてしまった。先日、今後の茶園管理等につい

て話し合う機会があったため参加させてもらったが、少子高齢化や人口減少に

よる後継者不足や担い手不足といった課題はどの地区でも増えていくと感じて

いる。やらなくなった田んぼや茶畑が荒れないように、個人で何か始めようとし

た場合、補助等を受けられる計画や取り組みはあるか。 

・農林課長 今後の農業振興策については現在の課題であり、農地を誰がどう守っていくの

かを考えている。茶園については、整枝を行って景観整備をしていく方が増えて

いくと思われるが、町としては何か生産される方に対して補助をする計画を立

てていきたいと考えている。また、農地の管理をやりたいという方がいれば、そ

の方に対する助成という方法もあるが、来年の春には、またお茶の時期がくるた

め、それまでには方向性を示したい。 

・教育課長 閉会の旨を述べた。 

・副 町 長 閉会にあたり挨拶をした。 

（午後９時３分閉会） 


